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質問順 1

氏

名
玉 城 義 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 学 校 健 診

について

学校健診は、学校教育法第 12 条において「学校

において幼児、児童、生徒及び学生並びに職員の

健康の保持増進を図るため、健康診断を行い、そ

の保健に必要な措置を講じなければならない。」

とされている。その目的と役割については、「 家

庭における健康観察を踏まえ、学校生活を送るに

当たり支障がないか疾病のスクリーニングおよび

健康状態の把握。」、「学校における健康課題を明

らかにし、健康教育に役立てる。」とされてい

る。 

 

(1) 学校健診は検査項目が多岐にわたっている

が、学校健診医師の任命、医師と養護教諭の

役割及び実施状況について質問する。 

 

(2) 平成 26 年４月 30 日付「学校保健安全法施行

規則の一部改正等について」の通知を受け

て、新たな検査項目の一つとして、運動器に

関する「四肢の状態」が加わったが、実施状

況について質問する。

教 育 長
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質問順 1

氏

名
玉 城 義 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 中 学 校 部

活 動 地 域

移 行 に つ

いて 

 

3. こ ど も 家

庭 セ ン タ

ー に つ い

て 

 

 

 

 

4. 令 和 ８ 年

２ 月 以 降

に 計 画 さ

れ て い る

重 要 施 策

について

(1) 令和 7 年度の事業の実施状況について質問す

る。 

 

(2) 令和 8 年度の事業計画について質問する。 

 

令和 7 年度からこども家庭センターがスタートし

た。 

 

(1) 現状について質問する。 

 

(2) 対象になっている住民の皆様の反応について

質問する。 

 

町長の任期が令和 8 年２月、第 6 期町議会議員の

任期が令和 8 年９月となっている。新町長及び第

７期議員の誕生後も重要施策については継続が必

要だと認識する。 

 

(1) 令和８年２月以降に計画されている重要施策

はどのようなものがあり、その理由について質

問する。

教 育 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 ２

氏

名
野 原 邦 男

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 東 風 平 中

学 校 の 環

境 整 備 に

ついて

東風平中学校の環境整備について下記のような要

望がある。町としてどのように対応するか伺う。 

 

(1) 東風平中学校の敷地内を流れる報得川とグラ

ンドの間にある樹木の一部を伐採して欲しい。 

 

(2) 雨が降った後のグラウンドはぬかるんで 2～

３日使用出来ず、授業、部活動に支障がある。

グラウンド内に排水管を埋設して排水を容易

にし、また土、砂を入れ替えるなどの抜本的な

改修をして欲しい。

教 育 長
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質問順 ３

氏

名
神 谷 信 夫

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 土 地 区 画

整 理 事 業

に よ る 違

法 擁 壁 は

地 権 者 に

不 利 益 を

生じる

私は、約２年半前から、土地区画整理事業における

建築基準法違反について毎議会のたびに指摘を続

けて来ています。違反については何度も町長に説

明してきました。高さ２ｍを超える擁壁は建築基

準法における建築確認を受ける必要があるのです

が八重瀬町は建築確認を受ける必要がないと、つ

まり違反ではないとずっと間違った答弁をしてき

ました。しかし沖縄県へ情報公開請求を行い、その

回答を示したらやっと建築基準法違反を認めたの

です。私は、役場は建築基準法違反を認めたのはい

いのですが、その後の対応に問題があると思って

います。その違法状態はまだ続いているのです。こ

のままでは地権者に不利益が生じると思われま

す。 

 

(1) 土地区画整理事業における建築基準法につい

ての間違った解釈がこの問題を長引かせてい

ます。沖縄県に確認にも行かないし、法律の専

門家にも相談していないようである。行政の対

応としては問題だと思います。これは町長のリ

ーダーシップに問題があると思いませんか。

町 長
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質問順 ３

氏

名
神 谷 信 夫

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (2) 令和４年の沖縄県議会土木環境委員会の議事

録の間違った解釈がありました。沖縄県の建築

指導課長は、自立式擁壁については前段で、建

築基準法には適合しておりませんと明言して

おります。しかし、八重瀬町は、建築指導課長

が、土木にはさまざまな工法があり自立式擁壁

は土木の土工指針のほうにも掲載されている

云々は、ただ土木の工法を述べているだけであ

り、宅地の擁壁に適用してもいいとは言ってい

ません。沖縄県に確認にも行かないで役場に都

合のいいように間違った解釈をしていません

か。 

 

(3) 屋宜原土地区画整理事業１１街区４、５画地の

整備のあり方については、土地区画整理事業の

目的を理解していないことが問題だと思いま

す。土地区画整理事業は宅地の利用増進を図る

ものであるべきだが、この住宅は近隣の土地よ

り２ｍも盛り上がって見えます。毎日の車の乗

り入れにも不便を来しています。住宅の移転対

象にするべきではなかったか。その取扱基準は

どうなっていたのか。



6 

 
質問順 ３

氏

名
神 谷 信 夫

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (4) 土地区画整理事業は面的に造成工事を行い住

宅の利用増進を図る事業ですが、１１街区の宅

地の南側のＬ型擁壁の水抜き穴については初

歩的な設計ミス及び施工ミスの可能性があり

ます。水抜き穴は宅地の造成高より２０～３０

㎝程度上側に設置するのが一般的です。殆どが

埋まっているのは理解できません。早急に調査

をして復旧するべきではないか。
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質問順 ３

氏

名
神 谷 信 夫

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 旧 統 一 協

会 と の 関

係 を 絶 て

ないか

(1) 町長がいくら旧統一協会との関係を説明した

からと言っても解決できる問題でないと思い

ます。国には、三権分立の原則に基づいて統治

機構を構築しており、それぞれ三権（立法権、

行政権、司法権）を司る機関であります。立法

権は国会が行使する。行政権は内閣総理大臣、

そして司法権は最高裁判所となります。その三

権からも統一協会は類例のない膨大な被害を

出している。東京地裁では解散命令も出してい

ます。岸田元総理大臣も政治家は、旧統一協会

との断絶を宣言している。近い将来には、法人

格を剥奪されて解散になると見られています。

町長がこれからも関係を持ち続けて広告塔と

なる事を町民は望んでいないと思います。町民

からの信頼を回復するには、関係を絶つことが

求められていませんか。

町 長
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質問順 4

氏

名
砂 川 泰 秀

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 本 町 所 有

の 車 輛 に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 具 志 頭 多

目 的 広 場

活 用 事 業

について

(1) 港川漁港組合移動販売車の稼働状況を伺いま

す。 

 

(2) 港川魚港組合の搬送トラックの稼働状況を伺

います。 

 

(3) 高齢者・障がい者等交通弱者お出かけサポー

ト事業の状況を伺います。 

 

(4) 経産省実証調査事業「お出かけ送迎サービ

ス」の稼働状況を伺います。 

 

(5) 物流活性化促進事業の事業計画と稼働状況を

伺います。 

 

(1) フェーズ２表層調査・フェーズ３深度調査の結

果を伺います。 

 

(2) 事業活用スケジュールでは７・８・９月で埋設

物撤去になっているが撤去作業の形跡がない

ように見えるが現在の状況を伺います。 

 

(3) 事業スケジュールでは１０月にゼンショーホ

ールディングスとの契約となっているが現在

の進捗状況を伺います。 

 

(4) ４，１０月から開発許可申請・来年１月には実

施設計となっているが現在の進捗を伺います。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長
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質問順 4

氏

名
砂 川 泰 秀

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 観 光 交 流

施 設 の 駐

車 場 用 地

について 

 

 

4. Ｒ Ｓ ウ イ

ル ス ワ ク

チ ン に つ

いて

(1) 観光交流施設のイベント時に駐車場が足りず、

路上駐車が発生し、通行車両から苦情があった

との理由で、新たに駐車場用地を購入する計画

の説明がありましたが、その後の進捗状況を伺

います。 

 

(1) 令和８年４月より妊婦へのワクチン接種が任

意接種から定期接種に変わりますが、接種の見

込み 数を伺います。 

 

(2) アブリスボワクチンは定価 30,000 円で全額公

費負担との話ですが状況を伺います。

町 長 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 ５

氏

名
神 谷 清 一

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 観 光 資 源

の 保 全 と

活 用 に つ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 学 校 校 歌

の 歌 詞 に

ついて

(1) 「具志頭・玻名城地域観光資源の保全及び持続

可能な活用計画書」が平成２１年３月に策定さ

れているが、この計画に沿ってどのくらい実施

されているか。未実施なっているのはどのよう

な課題があるのか。 

 

(2) 生きた化石いわれる「カサノリ」の保全と活用

についての進捗状況はどうなっているか。 

 

(3) 景勝地「ギーザバンタ」の整備はなぜすすまな

いのか。関係地権者との合意形成が困難なの

か。 

 

(4) 具志頭海岸の案内板や「ホロホローの森」遊歩

道の看板などの整備が遅れている理由なにか。 

 

(1) 具志頭小学校校歌の歌詞は、今の時代にそぐわ

ないのではないかと懸念の声があるが教育長

の見解を問う。 

 

(2) 具志頭小学校の校歌は、戦前からのものである

との指摘があるが事実か。県内の市町村の学校

校歌が戦後は新しく改正されている中でなぜ

当時のまま使用されているのか教育委員会と

して検証できないか。 

 

(3) 校歌の歴史及び歌詞の内容はどのように解釈

できるのか。

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長
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質問順 ５

氏

名
神 谷 清 一

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

3. 具 志 頭 運

動 公 園 の

多 目 的 広

場 の 企 業

へ の 売 却

について

(4) これまでに学校現場や教育委員会で校歌につ

いての疑念の声はなかったか。 

 

(1) 当初の計画に対して大幅に遅れていると思う

が、原因と責任はどこにあるのか。 

 

(2) 企業との約束や契約内容によっては、法的責任

や損害賠償などが求められる可能性もあるが、

企業との交渉はどうなっているか。 

 

(3) 売却前に鉛等の産業廃棄物の調査をしている

が、その結果と進捗状況の説明を求める。 

 

(4) これまで多目的広場の売却に関連して町が単

独で支出した額は総額いくらになるか。今後さ

らにどのくらい増加する見込みか。 

 

(5) 費用対効果の原則に照らして、いままでの計画

や今後の方針は見直すべきではないか。

 

 

 

教 育 長
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質問順 ６

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 情 報 行 政

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ス ポ ー ツ

行 政 に つ

いて

(1) 災害・断水・事故発生時に情報を発信する際の、

町公式 LINE・ホームページ・SNS 等の運用体

制および判断基準について伺う。 

 

(2) 島尻消防組合、南部水道企業団など、町が直接

所管しない事業に関する情報発信における、本

町としての対応と連携体制について伺う。 

 

(3) 高齢者世帯が増加する中、緊急時の情報を迅速

に周知する方法や、必要な改善点について伺

う。 

 

(1) サッカーJ リーグのシーズンスケジュール変

更に伴い、キャンプの受入など本町のスポーツ

振興施策や運動施設利用への影響について伺

う。 

 

(2) 町内体育施設の利用において、予約方法、キャ

ンセル対応、利用調整、優先利用などの運用ル

ールについて伺う。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長
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質問順 ６

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 地 域 団

体・地域組

織 の 現 状

と 行 政 の

関 わ り 方

について 

 

 

 

 

 

 

4. 人 材 育 成

について

(1) PTA、女性会、青年会、老人会など、地域団体

の加入状況や活動の現状について伺う。 

 

(2) これらの地域団体が地域の教育や福祉、コミュ

ニティ形成において担っている役割について、

教育委員会および町としての見解を伺う。 

 

(3) 地域団体の活動が時代の変化により縮小して

いる現状を踏まえ、今後の支援の在り方や、必

要に応じた見直し・再編の考え方について伺

う。 

 

(1) 地域の若者が関わる地域行事の運営体制や役

割分担、ならびに今後の継承の在り方について

伺う。 

 

(2) 町民からの相談・苦情への対応を含め、町職員

の説明責任や接遇を向上させるための、人材育

成の考え方と取り組みについて伺う。

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長
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質問順 ６

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 5. お く や み

コ ン シ ェ

ル ジ ュ の

導 入 に つ

いて

(1) 町民が家族の死亡後に必要となる行政手続き

や相談対応について、現状の支援体制を伺う。 

 

(2) 死亡後の手続きの負担軽減や相談の“一元化”

を図る「おくやみコンシェルジュ」等の導入に

ついて、町の見解を伺う。

町 長
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質問順 ７

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 八 重 瀬 町

青 年 エ イ

サ ー 祭 り

について

令和７年度八重瀬町青年エイサー祭りが１１月２

日に開催された。本祭りは、地域における人材育成

やコミュニティの活性化に寄与するだけでなく、

町民が毎年楽しみにしている重要な文化イベント

である。八重瀬町では、沖縄伝統芸能であるエイサ

ーの多様な演舞を一度に鑑賞できることも大きな

特色である。具体的には、富盛・新城地区はうるま

市屋慶名エイサーの型、東風平地区はうるま市平

敷屋の型、安里地区は沖縄市園田、そして具志頭地

区は沖縄市諸見里の型を継承している。これらの

演舞が一堂に会する機会は町内において本祭りの

みであり、文化的価値は大きく、今後も大切に継承

すべき町の財産である。そのうえで今後も青年連

合会や各団体を中心に企画運営を行い町民の為の

祭りであってほしいと考えます。しかしながら、各

青年会においては、旧盆に向けた練習のための場

所確保や練習時間の調整が困難になっているとい

う課題も生じている。以上を踏まえ、以下について

伺う。 

 

(1) 今回、祭りを１１月に開催した理由を伺う。 

 

(2) 青年会の練習環境の現状を鑑み、開催時期を可

能な限り旧盆に近づけることができないか伺

う。 

 

(3) 祭り開催に際し、青年会が使用できる練習場所

を町として確保できないか伺う。

教 育 長
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質問順 ７

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 地 域 の 課

題 に つ い

て

(1) 字具志頭を流れる白水川沿いにおいて、雑草お

よび雑木が繁茂しており、保育園への通園路と

して利用されていることから、安全面への懸念

が生じている。特に、道路への草木のはみ出し

やハブの出没等が想定され、早急な対策が必要

な状況である。ついては、ハナンダーから仲間

橋に至る区間の雑草・雑木の除去が可能か伺

う。 

 

(2) 字具志頭の玻名城土地改良地区にある沈砂池

は、約４年前に雑草・雑木の除去が行われたも

のの、現在は再び繁茂している。当地域は大雨

時に洪水が発生しやすく、住民も側溝清掃を定

期的に行っているが、沈砂池内部については住

民による作業が困難である。ついては、再度、

沈砂池内の雑草・雑木の除去を実施できないか

伺う。 

 

(3) 現在、具志頭小学校グラウンドでは少年野球チ

ームが日々練習を行っている。以前は多目的広

場を使用していたが、町の方針により小学校グ

ラウンドへ移行した経緯がある。しかし、小学

校グラウンドには照明設備がなく、冬季におい

ては練習時間が大きく制限されている。一方、

多目的広場には照明が以前設置されており、屋

内運動場の整備も進む中で、子どもたちからも

照明の必要性が指摘されている。ついては、か

つて多目的広場に設置されていた照明設備を、

小学校グラウンドへ移設することができない

か伺う。

町 長
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質問順 ８

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 「 米 沢 市

交 流 と 首

里城復興、

名 誉 市 民

顕 彰 を 踏

ま え た 本

町 の 教

育・交流政

策 に つ い

て」

平成 27 年度から始まった山形県米沢市への青少

年交流事業は、コロナ禍による中断もありながら、

本年度で１０年目の節目を迎えます。 

米沢市が八重瀬町の子ども達を受け入れたの

は、「謝花昇生誕１５０周年」という節目を重視し

た事からであります。 

今年度も来年の２月頃を目途に実施される事と

思います。 

米沢市との交流を通して、上杉謙信公、上杉景勝

公、直江兼続公に学び、あのジョン・F・ケネディ

大統領に「尊敬する日本人」と言わしめた上杉鷹山

公に学ぶ意義深い交流となります。 

第二代沖縄県令上杉茂憲公について学び、農政

改革、自由民権運動、参政権獲得運動を展開した偉

人「謝花昇」について学び、貧しくても学問をする

事の大事さ、私たちの八重瀬町からこの様な素晴

らしい方が輩出されたことに対する誇りにもな

り、偉人「謝花昇」を顕彰する事にも繋がるのでは

ないかと思います。 

また、今年度は、米沢市において米沢藩主上杉家

第１７代当主である、上杉邦憲氏が、第 5 号名誉

市民に顕彰されたという、大変意義深い出来事が

ありました。 

他にも米沢市には沖縄に深い関りがある方がお

られます。第１号米沢市名誉市民の伊東忠太氏で

あります。 

伊藤忠太氏は、取り壊し寸前の沖縄の首里城を

救った方でもあります。

町 長 

教 育 長
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質問順 ８

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 ２０１９年１０月の首里城火災から来年秋ごろの

正殿完成までのいきさつを、来年２月頃の山形県

米沢市の児童生徒交流の題材とし、共に学ぶ良い

機会ではないかと考えます。 

上杉家、上杉邦憲氏、米沢市、伊藤忠太氏と首里

城、謝花昇と八重瀬町、これらすべてが揃った歴史

や文化等を教材として交流に活かしていくべきだ

とも思います。 

これらの事について、どの様に考えております

か伺います。 

 

(1) 上杉家第１７代当主で、東京都日野市在住の上

杉邦憲氏に米沢市名誉市民の称号が贈られ、

10 月には贈呈式と祝賀会があった。その際の

本町の対応についてお聞かせ下さい。 

 

(2) これまでの交流事業を振り返り、どの様な成果

があり、また、どの様な課題があるか伺います。 

 

(3) この交流事業は、今後も年に１回という形でこ

のまま継続していくのか。米沢市にとって意義

のある形にならなければ、旧具志頭村が行って

いた山梨県身延町との交流事業の休止という

経過をたどらないか危惧するがどの様に考え

ているか伺います。
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質問順 ８

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 中 学 校 の

部 活 動 外

部 指 導 員

等 へ の 研

修 制 度 の

実施を

近年、教職員の働き方改革や部活動の地域移行

の動きに伴い、中学校の部活動における外部指導

員や部活動指導員の役割が拡大しております。 

部活動は、生徒にとっては大切な教育活動であり、

指導の質や安全確保は極めて重要です。 

しかし、現状では指導員の研修制度が十分に整

備されておらず、体罰・ハラスメントや事故への対

応、法的責任の所在などに課題があるのではと思

います。 

本町では、部活動の地域移行（地域展開）準備に

伴う検討協議会の実施やモデル事業の実施等、中

学校の部活動が大きく変わろうとする中で、現在

すでに中学校で部活動に関わっている方々（部活

動外部指導員等）への研修の意義は、単なる技術指

導にとどまらず、教育・安全・法的責任・学校との

連携すべてに関わる重要な意味を持ちます。 

また、部活動外部指導員が教育活動の一環であ

るという位置づけにある部活動に関わるという事

は、大きな責任が伴います。 

その様なことからすると、部活動外部指導員等

を委嘱した学校や教育委員会の責任も大きいと考

えます。 

部活動指導員等への研修制度の実施状況と今後

の整備方針について質問いたします。 

 

(1) 現状の研修実施状況についてお聞かせ下さい。 

 

(2) 研修の内容・質の確保についてどの様に考える

かお聞かせ下さい。

教 育 長
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質問順 ８

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

3. 児 童 オ リ

ン ピ ッ ク

と 町 陸 上

競 技 大 会

の 同 日 開

催 に つ い

て

(3) 受講義務化と記録管理についてどの様に考え

るかお聞かせ下さい。 

 

(4) 研修費用の負担についてお聞かせ下さい。 

 

今年度初めて、児童オリンピック大会と町陸上競

技大会が同日開催された。開催趣旨の違う大会を

同日に開催する意義、同日開催に至った経緯等に

ついてお聞かせ下さい。 

 

(1) 同日開催後の結果と評価はどうなっています

でしょうか。 

 

(2) 今後の計画等についてお聞かせ下さい。 

 

(3) 町体育協会の組織の在り方に課題があるので

はないかと考えるが、どの様に考えているのか

お聞かせ下さい。

 

 

 

 

 

教 育 長
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質問順 ７

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 道 路 交 通

環 境 の 整

備

警察庁が 2025 年 1 月「歩車分離式信号」につい

て、2002 年の策定以来 23 年ぶりに指針を改定

した。 2002 年の指針では、①歩車分離であれば

防止できたと考えられる事故が過去 2 年間で 2 

件以上発生した。②児童などの交通の安全を特に

確保する必要があり、かつ、歩車分離導入の要望が

ある。との記載であったが、①「事故が過去 5 年

間で 2 件以上発生」か「死亡事故が発生」②につ

いては、要望がなくても導入を検討できるように

して条件を緩和した。 そこで道路交通環境の整備

について伺う。 

 

(1) 町内に設置されている歩車分離式信号の数と

場所。  

 

(2) 東風平中学校、ときわ東保育園前の交差点に歩

車分離式信号を設置検討は可能か。また、過去

の執行部答弁から、糸満警察署に同交差点の右

折信号機へ改修を要請していると認識してい

る。その進捗は。  

 

(3) 富盛交差点に歩車分離信号、右折信号機を設置

検討は可能か。  

 

(4) 白川小学校、ローソン白川小学校前店の交差点

に歩者分離信号、右折信号機を設置検討は可能

か。  

 

(5) (2)、(3)、(4)の交差点で登下校、通退勤の時間

のみ時間差信号へ改修検討は可能か。

町 長
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質問順 ７

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 地域経済 「八重瀬町中小企業・小規模企業振興基本条例」が

令和 4 年に策定され 3 年が経過した。本町におい

ては事業承継に注力し、沖縄県事業承継・引継ぎ支

援センターの職員を迎えた出張個別相談会や、座

談会・検討会が行われたことを高く評価している。 

 

(1) 本条例を活かした施策、振興施策はあるか。 

 

(2) 第 5 条の 2 に「町は、工事の発注、物品及び

役務の調達等にあたっては、予算の適切な執行

に留意しつつ、中小企業者・小規模企業者の受

注機会の増大に努めなければならない。」とあ

る。  

①過去 3 年間の公共調達における町内業者の

受注率。 

②「受注機会の増大」における方針、施策、数

値目標はあるか。  

 

(3) 経済産業省の提供する地域経済分析システム

(RESAS)を本町において活用した事例はある

か。  

 

(4) 環境省の提供する地域経済分析ツールを本町

において活用した事例はあるか。また、2010

～2020 年の分析で地域住民所得は 1,741 市町

村中 1,700 位ほどを推移している。本町の見解

は。 

町 長
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質問順 ７

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

3. ぐ し ち ゃ

ん ピ ー マ

ン の 6 次

産業化

(5) 本町では中小企業等経営強化法による支援措

置を行っていると承知している。過去 3 年間

の実績は。 

 

農林水産省は令和 6 年 1 月に地理的表示法に基

づき、「ぐしちゃんピーマン」を地理的表示

(GI<Geographical Indication>)保護制度に登録し

た。GI 登録時、青果物としては全国初、県内では

「琉球もろみ酢」に次ぐ 2 番目で、「中城島にんじ

ん」、「ちんすこう」、「沖縄黒糖」と登録が続いてい

る。  

 

(1) 那覇市で水揚げされたマグロ「なはまぐろ」の

ブランド戦略を同市商工農水課が公開してい

る。本町における「ぐしちゃんピーマン」に同

様のマーケディング戦略、消費拡大の取り組み

はあるか。  

 

(2) 南城市は前述の大問 2 で挙げた地域経済分析

システム(RESAS)を活用し、農業と食料品製

造業の連携に関する分析を行い、「今後は、多

岐にわたる農産物を活用し、ブランド化や 6 

次産業化を更に充実させることで、農水産業の

収益向上をめざしていく。」と展開を述べてい

る。6 次産業化について本町の動向、展望を伺

う。  

 

(3) 八重瀬町商工会は 2023 年 4 月から 2028 年

3 月まで経営発達支援計画を実施している。

本町の支援体制は。

 

 

 

 

町 長
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質問順 ７

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 組織編成 令和 4 年 3 月に観光商工課が廃合され、企画財政

課に企画観光統計班、農林水産課に農林水産商工

班が設置された。  

 

(1) 本町の行政組織における部、課、班の位置付け

と役割は。  

 

(2) 課を増設する、課を廃止するメリットとデメリ

ットは。  

 

(3) 大問 2 と 3 の質問、商工会との連携や事業承

継等、様々な観点から商工班ではなく、農林水

産商工課とし、分掌事務を精査すべきと提言す

る。本町の見解は。

町 長
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